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 鹿屋市では、男女共同参画社会を推進するため、様々な分野で活躍されている女性の人材 

情報を登録し、積極的な女性登用を図っております。今回は、女性人材リスト登録者 でパッ 

チワーク講師等をされている 古里なおみさん の 海外ボランティア活動 を紹介します。 

 

 農場には日本から大学生や高校生のグループが研

修に来ており、１年の予定で来ている女性や10ヶ月

の予定で大学の卒論の研究に来た男子学生など、日

本人の出入りが多いところでした。 

 

 日本人がタイに惹かれるのは、物価の安さ、気候

による過ごしやすさ、食べ物がおいしいということ

ではないでしょうか。そして、風景を見ていて ｢ な

つかしいなぁ ｣と思います。日本の30年 ～ 50年前 

の風景に重なります。 

 また、タイの人々は、何より家族を大事にしま

す。男性はお母さんをとても大事に思っています。

うらやましいくらいです。 

 

 今回の活動で、日本人とかタイ人とかに関係なく

一つの出会いが次の出会いにつながっているという

思いを深くしました。８月にはスタッフの一人が半

年の予定で来日します。その際には、彼を我が家に

招待したいと思っています。 

≪ 指導風景 ≫ 

海外ボランティア 活動報告 

 海外ボランティアのきっかけは、１月に友人か

ら｢ 数年前に日本からミシンを送ったが、指導者 

がいなくて困っている｣との話を聞いたことです。

 そのプロジェクトに関わる人に連絡を取ると、

タイ国パヤオに日本人がＮＧＯで農場を開いてお

り、そこに滞在しながら山岳民族の村などに出向

くとのことでした。 

何回か打ち合わせの後、１ヶ月間 ( 平成20年３ 

月１日～４月２日) の活動に旅立ちました。 

 
 農場は、｢ 21世紀農場 ｣ と言い、熊本出身の方 

が農場主です。タイ北部のパヤオに開いて18年の

農場で、タイ人のスタッフが７、８人働いていま

す。主任のタイ人は、日本語がとても流暢な人で

した。 

 そこにお世話になりながら、近くの村の公民館

や山岳民族の村に行き、講習をしました。タイの

山岳民族は刺繍がとても上手です。それらを取り

入れながら売り物になるものを作るように心がけ

指導しました。 

 私が行った３月は乾期で、日本の５月くらいの

気候で、朝夕は過ごしやすいでした。 



  

 

 

 

 

 

 鹿屋市では、男女共同参画社会を推進するため、今年度中に ｢ かのや男女共同参画プラン ｣ を見直し、新

プランを策定する予定です。その基礎資料とするため、昨年、市民 2,500人を対象に住民意識調査を実施し

ました。前回の参画Newsに引き続き調査結果を報告いたします。 
 

□家庭生活について 

＜ 家庭における役割分担について ＞ 
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＜ 結婚は自由であるから結婚するしないは 
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＜ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである ＞
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＜ 男女が家事・育児・介護・地域活動などに 

  積極的にかかわっていくために必要なこと ＞
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  女性は職業を持たない方がよい   子どもができたら職業をや 
                   め、大きくなったら再び職 

  結婚するまでは職業を持つ方が   業を持つ方がよい 

  よい    
 

  子どもができるまでは、職業を   その他 

  持つ方がよい 
 

  子どもができても、ずっと職業   不 明 

  を続ける方がよい 

□仕事について 
 

＜ 女性が仕事を持つことについて 
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～ 山下さんちの物語 ～ 

講談をご存知ですか 

落語や浪曲との違いをご存知ですか 

この機会に張
はり

扇
おうぎ

を叩きながら物語を進めていく

講談の世界に触れてみませんか 

《 問い合わせ先 》 

 〒893－8501 鹿屋市共栄町20番 1号 

  TEL ：（0994）31－1147 

  FAX：（0994）40－3003 

  市民活動推進課（男女共同参画推進室） 

 〈メールアドレス〉 

  danjyo@e-kanoya.net 

 ○日 時：平成20年 ７月26日 ( 土 ) 
      開演 13：30 ～ 15：00 
      ( 開場13：00 ) 
 

 ○講 師：講談師 宝井
たからい

 琴
きん

桜
おう

 さん 
 

 ○会 場：リナシティかのや 
      ３階 ホール 
 

※託児あり 満２歳から６歳程度 
 （ 託児を希望される方は事前にご連絡ください ）

[ 講師プロフィール ] 
 

 ・秋田県出身。 

 ・1975年、女性初の真打昇進。 

 ・古典の他、各地の伝説や歴史上の女性を創作

  講談として自作自演。特に現代の女性問題を

  楽しく語る ｢ 山下さんちの物語 ｣ シリーズに 

  力を入れている。 

平成20年度 男女共同参画公開講座 

 

 

  鹿屋市では、あらゆる分野における各種委員

 や各種講座の講師などへの女性の参画を推進し

 ています。 

 

 ○登録対象者 

 

20歳以上の女性で、次のいずれの条件にも当

てはまる方 
 

 
１. 鹿屋市に住所のある方、又は鹿屋市内で

勤務されている方 
 

 

２. 教育、福祉、芸術、スポーツなどのあら

ゆる分野で専門的な知識や活動実績のあ

る方、又は有識者・有資格者 

 

 ○登録方法 

 

 登録票は鹿屋市役所 市民活動推進課及び各

 総合支所に置いてあります。また、鹿屋市ホ

 ームページからもダウンロードできます｡ 

 登録票は市民活動推進課へ提出してください。

 ( 郵送、ＦＡＸでも可 ) 

 自薦・他薦は問いませんが、他薦の場合は本

 人の承諾 ( 本人の自署 ) が必要です。 

   あなたの 輝き  
 活かして みませんか？ 

入場料

 Ｑ：登録したら委員や講師を引き受けないと 

   いけないの？ 
 

 Ａ：委員や講師の承諾は、登録者の判断にお 

    任せしています。( 強制ではありません )

 

 Ｑ：講演会などに参加しないといけないの？ 
 

 Ａ：登録していただいた方には、様々な情報 

   を提供いたしますが、参加は登録者の自 

   由です。 

 

 Ｑ：登録事項はすべて公開されるの？ 
 

 Ａ：項目ごとに公開か非公開かを選択してい 

   ただきます。プライバシーの保護には十 

   分配慮いたします。 

女性人材リストに関する疑問

 

 


